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平成29年度決算を認定
一般会計・特別会計　合わせて 44 億 5356 万円を平成 30 年度に繰り越し！

  ▶   2

そこがききたい　１7 人が一般質問　　　▶  ８

タブレット端末を導入　全議員に貸与　　▶ 17
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( 注 ) 特別会計は、国民健康保険、介護保険、新曽第一土地区画整理事業、新曽第二土地区画整理事業など 12会計の合計額

歳　　入
(1年間の収入 )

歳　　出
(1年間の支出 )

歳　　入

歳　　出

５２９億７７４７万円

５０１億４５６０万円

２５7億６２３６万円

２４１億４０６８万円

前年度比

５.６％増

５.４％増

１.２％増

０.８％増

※千円単位は四捨五入

特別会計

一般会計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

24億 3491万円

22億 3176万円

１億 5287万円

13億 1282万円

水道事業会計
収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

25億 7986万円

24億 6949万円

６億 3419万円

13億 5314万円

下水道事業会計

監
査
報
告

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】
一
般
会
計
の

実
質
収
支
額
は
、
約
27
億
４
千
万
円
の
黒

字
。
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
都
市

計
画
税
が
前
年
度
と
比
べ
て
増
と
な
っ
た
。

特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、
約
13
億
８

千
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

【
水
道
事
業
会
計
】
収
益
的
収
支
の
純
利

益
は
約
２
億
３
０
０
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
て
約
２
千
５
０
０
万
円
の
増
。
資
本
的
収

支
の
不
足
額
は
、
約
11
億
６
千
万
円
で
あ

り
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積
立
金

な
ど
で
補
填
（
ほ
て
ん
）
さ
れ
て
い
る
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】
収
益
的
収
支
の
純

利
益
は
約
１
億
１
千
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
て
約
２
千
５
０
０
万
円
の
増
。
資
本
的

収
支
の
不
足
額
は
、
約
７
億
２
千
万
円
で
あ

り
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
填（
ほ

て
ん
）
さ
れ
て
い
る
。
下
水
道
事
業
会
計
に

お
け
る
企
業
債
の
未
償
還
残
高
は
約
84
億

１
千
万
円
、
支
払
利
息
は
約
１
億
８
千
万

円
で
、
総
費
用
に
占
め
る
割
合
が
７
・
１

％
、
使
用
料
収
入
に
対
す
る
割
合
が
13
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
審
査
の
結
果
】
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計

は
、
い
ず
れ
も
健
全
財
政
が
堅
持
さ
れ
て

い
る
。

豊
か
な
財
政
は

　
　
　
市
民
の
暮
ら
し
に

本
田　
哲　
議
員

29
年
度
決
算
は
、
給
与
所
得
者
の
人
口

増
や
市
内
の
大
企
業
の
収
益
増
な
ど
で
、

市
税
が
10
億
２
２
８
１
万
円
（
前
年
度
比

３・７
％
増
）
の
増
収
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

年
度
末
に
お
金
が
余
っ
た
と
27
億
円
を
基

金
に
積
み
立
て
た
。
財
政
力
指
数
も
１
・

２
３
４
で
、
引
き
続
き
、
県
下一豊
か
な
財

政
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
豊

か
な
財
政
を
市
民
の
暮
ら
し
に
生
か
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
31
年
度
予
算
で
は
、
豊
か

な
財
政
が
市
民
要
求
の
実
現
、
暮
ら
し
の

負
担
軽
減
に
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

基
金
へ
の
積
み
立
て
は
必
要

金
野　
桃
子　
議
員

公
共
施
設
等
整
備
基
金
は
、今
後
よ
り
厳

し
い
財
政
運
営
と
な
り
、公
共
施
設
等
の
長

寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
更
新
を

行
い
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
か
つ
適
切
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

財
源
と
し
て
、当
該
基
金
へ
の
積
み
立
て
は

必
要
。ま
た
、財
政
調
整
基
金
は
、市
税
が

減
収
に
な
っ
た
場
合
や
災
害
時
等
に
お
け

る
影
響
を
抑
制
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、適
正
な
残
高
の
維

持
が
不
可
欠
で
あ
り
、当
該
基
金
へ
の
積
み

立
て
は
必
要
。よ
っ
て
、賛
成
討
論
と
す
る
。

9月
定例会
9月
定例会

平成30年

8月27日～
　　9月26日

９月定例会は８月 27日から９月 26日までの 31日間の会期で開かれ、提出さ
れた 37件の議案等を、いずれも認定・可決しました。また、８議案に対し延べ
８人の議員が質疑し、決算認定１件に対し２人の議員が、３議案については、
６人が討論を行いました。
４日間にわたる一般質問では、17人の議員が活発な論戦を展開しました。最
終日には議員提出議案として１件の意見書が提出され、可決しました。

討
論（
29
年
度
一
般
会
計
決
算
）

平
成
29
年
度
決
算 

監
査
報
告

反
対

▼
認
定（
賛
成
21　
反
対
４
）

■平成29年度決算表

( 注 ) ①（　）は早期健全化基準※を示す。
②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」表示となります。

◆健全化判断比率とは
自治体の財政状況を早期に把握
し、破綻を防ぐことを狙いとし
て制定されたものです。

単位％健全化判断比率29
年度 比 率 名

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

29 年度
   ー  （11.86）

   ー  （16.86）

4.3（25.0）

30.9（350.0）

28 年度
   ー  （11.87）

   ー  （16.87）

3.8（25.0）

40.4（350.0）

歳入

①民生費　237 億 4324 万円
②総務費     67 億 4703 万円
③教育費     46 億 3841 万円
④土木費     44 億 2570 万円
⑤衛生費     32 億 8523 万円
⑥公債費     25 億 7959 万円
⑦消防費     16 億 4399 万円
⑧その他     30 億 8241 万円
※千円単位は四捨五入

①市　　　税 288 億 5357 万円
②繰 越 金   25 億 5428 万円
③諸 収 入   19 億 5043 万円
④繰 入 金   15 億 4113 万円
⑤そ の 他   19 億 9073 万円
⑥国庫支出金   87 億 3706 万円
⑦県 支 出 金   26 億 5603 万円
⑧市　　　債   16 億 1450 万円
⑨地方消費税交付金   22 億 8367 万円
⑩そ の 他     7 億 9604 万円
※千円単位は四捨五入

歳出 ①

②
③

④
⑤
⑥⑦

⑧

①

②③
④
⑤

⑥

⑦ ⑧
⑨⑩

依
存

財源

自 主

財
源

歳入のうち、増減額で最も増加したのは繰入金で、約 10 億 3733 万円増加。続いて、
市税が約 10 億 2281 万円の増、繰越金が約３億 4938 万円の増。また、減となった主
なものは、市債が約２億 4890 万円の減。

歳出のうち、大きな割合を占めるものは、民生費が約 47.３％、総務費が約 13.５％、
教育費が約９.２％、土木費が約８.８％。支出増となった主なものは、総務費、民生費、
消防費、支出減となった主なものは、土木費、教育費等。

歳入合計　529億7747万円

歳出合計　501億4560万円

「
全
て
の
会
計
で

健
全
財
政
を
堅
持
」

小
川
代
表
監
査
委
員

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
・
特
別
会
計 

合
わ
せ
て
44
億
５
３
５
６
万
円
を
平
成
30
年
度
に
繰
り
越
し
！

賛
成

※早期健全化基準…財政状況が悪化した場合において、自主的・計画的に財政の健全化を図る
べき基準として定められた数値。
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友
好
都
市（
開
封
市
）に
戸
田

市
議
会
訪
問
代
表
団
の
派
遣

を
決
定▼

原
案
可
決（
賛
成
21　
反
対
４
）

議
員
は
市
代
表
団
の
一
員

と
し
て
開
封
市
に
行
け
る

本
田　
哲　
議
員

今
年
６
月
28
日
、
突
然
、
議
会
に
招
聘

状
が
届
い
た
。
昨
年
９
月
に
市
に
届
け
ら

れ
て
い
る
違
い
に
つ
い
て
納
得
い
く
説
明

が
な
い
。
ま
た
、
議
員
は
戸
田
市
代
表
団

の
一
員
と
し
て
行
け
る
こ
と
か
ら
、
別
途
、

派
遣
費
を
計
上
す
る
必
要
は
な
い
。
派
遣

目
的
は
戸
田
市
代
表
団
と
同
じ
で
、
市
議

会
訪
問
代
表
団
の
独
自
行
程
は
、
現
時
点

で
実
施
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

派
遣
に
反
対
す
る
。

両
市
の
友
好
関
係
を
発
展

さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
明
確

佐
藤　
太
信　
議
員

10
月
に
開
封
市
で
開
催
さ
れ
る
日
中
韓

３
か
国
地
方
政
府
交
流
会
議
に
、
戸
田
市

議
会
が
招
待
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
へ
の
参

加
と
、
開
封
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
等
を
通

じ
、
両
市
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今

回
、
提
示
さ
れ
た
行
程
等
を
見
て
も
、
開

封
市
人
民
代
表
の
方
々
等
と
の
意
見
交
換

が
計
画
さ
れ
、
両
市
の
友
好
関
係
を
発
展

さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
派
遣
に
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

▼
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
）
を
政
府
に
提
出

◇
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

虐
待
か
ら
子
供
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、

異
変
に
早
期
に
気
付
き
、
虐
待
の
芽
を
摘

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児
童
相
談
所
の

み
な
ら
ず
関
係
機
関
や
民
間
団
体
等
が
協

働
し
、
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

▼
立
憲
主
義
を
堅
持
し
、憲
法

９
条
改
定
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願

不
採
択
（
賛
成
４　
反
対
21
）

憲
法
第
９
条
は
世
界
の
人
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

む
と
う　
葉
子　
議
員

請
願
者
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
い

う
日
本
国
憲
法
の
第
９
条
が
、
世
界
の
人
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

第
99
条
に
は
政
治
家
は
憲
法
を
擁
護
す
る

義
務
が
あ
り
、
改
正
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反

だ
と
主
張
し
て
い
る
。
平
和
都
市
宣
言
を
持

つ
戸
田
市
民
と
し
て
、
再
び
間
違
っ
た
道
へ

行
く
こ
と
が
な
い
よ
う
憲
法
９
条
の
改
定

に
反
対
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。

〇
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
を
延
長
し
な

い
よ
う
求
め
る
請
願
▽
継
続
審
査

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

受
給
資
格
に
所
得
制
限
導
入

▼
原
案
可
決
（
賛
成 

21  

反
対
４
）

国
民
健
康
保
険
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

▼
原
案
可
決
（
賛
成 

21  

反
対
４
）

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

べ
き
予
算
へ
と
回
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

国
が
各
自
治
体
の
国
保
被
保
険
者
の
実

態
を
知
ら
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
無
く
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、
自
治
体

の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
無
く
し
て
、
国
保
制

度
を
存
続
さ
せ
て
い
け
る
は
ず
が
な
い
。
制

度
の
安
定
的
な
運
営
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

国
・
県
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
き

予
算
へ
と
回
す
べ
き
。
ま
た
、
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
べ
き
市
が
、
２
年
連
続
値
上
げ
す

る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
も
、
大
き
く
異
議

を
唱
え
て
反
対
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
断
腸
の

思
い
で
賛
成

高
橋　
秀
樹　
議
員

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
よ
り
、
課

税
限
度
額
を
法
定
限
度
額
に
引
き
上
げ
す

る
べ
き
と
の
答
申
が
あ
り
、
安
定
的
な
運

営
、
保
険
税
負
担
の
公
平
性
、
財
源
を
考

慮
し
て
の
改
正
で
あ
る
が
、
２
年
連
続
の

値
上
げ
で
あ
り
異
論
も
あ
る
。
国
保
財
政

の
運
営
に
は
、法
定
外
繰
入
金
を
継
続
し
、

安
定
的
な
運
営
と
激
変
緩
和
に
考
慮
す
べ

き
。
併
せ
て
、
医
療
費
の
伸
び
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
抑
制
策
に
つ
い
て
、
加
入
者

や
医
療
機
関
も
含
め
、指
導
を
お
願
い
し
、

今
回
の
改
正
を
断
腸
の
思
い
で
賛
成
す
る
。

議場からの避難訓練を実施

▲議場避難訓練（庁舎東側屋上）

本
会
議
中
に
震
度
６
弱
の
地
震
（
東
京
湾
北

部
地
震
）
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
議
場

か
ら
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
３
日
の
本
会
議
（
質
疑
）
終
了
後
、
議

員
の
発
言
中
に
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ
ム
音

を
鳴
ら
し
、議
長
が
「
安
全
の
確
保
」
を
指
示
。

そ
れ
に
従
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
や
机
の
下

に
潜
る
な
ど
、
安
全
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
か
ら
避
難
が
指
示
さ
れ
、
議
員・

執
行
部
職
員
等
は
非
常
階
段
で
階
下
へ
避
難

し
、
結
果
を
議
長
に
報
告
し
、
訓
練
は
終
了
し

ま
し
た
。

台風21号
北海道胆

いぶり

振東部地震
９月に発生した台風 21号、また、
北海道胆振地方中東部を震源とし
た地震で亡くなられた方々に哀悼
の意を表するとともに、被災者の
皆さまにお見舞いを申し上げます。

図
書
館
・
郷
土
博
物
館
設
備

改
修
工
事   
７
億
２
９
２
９
万
円

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

入
札
結
果
が
３
者
同
額
で
く
じ
引
き

だ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

入
札
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
積
算
価
格
、

調
査
基
準
価
格
の
上
限
値
、
同
種
工

事
の
傾
向
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
前
に

公
開
さ
れ
て
い
る
予
定
価
格
の
90
％
の
価

格
で
入
札
を
し
た
結
果
、
３
者
が
同
額
で

の
入
札
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
く
じ
引
き

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

戸
田
東
小
学
校・戸
田
東
中

学
校
改
築
等
工
事（
Ⅰ・Ⅱ
期
）　 

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

金
額
の
推
移
は
。

契
約
額
は
56
億
７
８
６
４
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
入
札
者
が
本
工

事
に
お
け
る
利
益
率
や
受
注
意
欲
等
の
経

営
的
判
断
を
踏
ま
え
て
算
出
し
た
金
額
で

あ
る
。
予
算
額
と
比
較
し
て
、
約
14
億

６
千
万
円
、
約
20
・
４
％
の
減
、
設
計
額

と
比
較
し
て
、
約
９
億
７
千
万
円
、
約
14
・

56
％
の
減
と
な
っ
た
。

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
新
築
工
事 

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

工
期
の
算
定
方
法
は
。

工
期
は
、
本
契
約
締
結
日
の
翌
日
か

ら
平
成
32
年
２
月
15
日
ま
で
。
工
期

の
算
定
は
、
平
成
28
年
度
に
一
般
競
争
入

札
を
執
行
し
、
契
約
を
締
結
し
た
戸
田
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
プ
ー
ル
新
築
工

事
設
計
業
務
委
託
に
お
い
て
、
作
図
お
よ

び
数
量
算
出
等
の
業
務
を
実
施
。
工
事
に

係
る
必
要
な
作
業
量
お
よ
び
工
程
数
等
が

算
定
さ
れ
、
加
え
て
庁
内
の
工
事
担
当
課

に
お
け
る
検
証
を
経
る
こ
と
で
、
適
正
な

工
期
の
算
定
が
図
ら
れ
た
。

歳
出
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
開
封
市

に
戸
田
市
議
会
訪
問
代
表
団
を
派
遣
す
る

経
費
の
計
上
、
美
女
木
小
学
校
・
笹
目
中

学
校
プ
ー
ル
の
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急

修
繕
に
伴
い
、
下
半
期
に
か
け
て
不
足
が

見
込
ま
れ
る
修
繕
料
の
増
額
、
埼
玉
県
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
事
業
に
係
る
経

費
の
新
規
計
上
、
歳
入
で
は
、
都
市
計
画

道
路
前
谷
馬
場
線
整
備
事
業
に
対
す
る
国

庫
補
助
金
の
増
額
な
ど
で
、
歳
出
に
対
す

る
不
足
額
と
し
て
、
前
年
度
繰
越
金
を
見

込
ん
だ
も
の
で
す
。

戸
田
市
子
ど
も
・
子
育
て　

支
援
事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調
査　

 

調
査
内
容
の
主
な
点
は
。

主
な
調
査
内
容
は
、
①
幼
稚
園
や
保

育
園
な
ど
の
必
要
な
受
け
入
れ
体
制

の
量
に
関
す
る
こ
と
②
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
必
要
な
量
の
見
込
み
に
関
す

る
こ
と
③
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用

に
関
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
各
子
育

て
世
帯
の
保
育
の
状
況
、
保
護
者
の
就
労

形
態
、
今
後
に
つ
い
て
の
意
向
や
希
望
な

ど
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
３
件
の
工
事
請
負
契
約
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。

対
象
と
な
る
重
度
の
障
害

者
間
に
不
公
平
感
を
招
く

花
井　
伸
子　
議
員

所
得
制
限
導
入
分
の
１
千
万
円
の
市
負

担
分
で
、
制
度
の
存
続
が
で
き
な
く
な
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。県
内
市
町
村
で
は
、

県
か
ら
の
助
成
が
無
く
て
も
、
本
制
度
を

自
治
体
の
負
担
で
存
続
さ
せ
る
所
も
あ

る
。
本
改
正
は
、
対
象
者
に
不
公
平
感
を

も
た
ら
し
、重
度
の
障
害
を
持
つ
方
々
に
、

新
た
に
多
大
な
医
療
費
自
己
負
担
を
課
す

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
制
度
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
条
例
改
正
に
反

対
す
る
。

本
制
度
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
導
入

浅
生　
和
英　
議
員

埼
玉
県
で
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
よ

り
所
得
制
限
を
導
入
し
、
県
内
63
市
町
村

中
、
55
の
市
町
も
導
入
予
定
で
あ
る
。
本

改
正
は
、
対
象
者
を
経
済
的
負
担
の
軽
減

が
本
当
に
必
要
な
低
所
得
者
に
限
定
、
ま

た
、
所
得
が
あ
る
方
は
、
医
療
費
を
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
性
を
図
る
な
ど
、

本
制
度
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
の
導
入
で
あ
る
。
現
受
給
者

へ
の
経
過
措
置
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

妥
当
な
改
正
で
あ
る
。

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

意
見
書

主
な
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

請
願

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

A

▲戸田市スポーツセンター屋内プール新築（建設）予定地

13
億
８
０
２
４
万
円

２
２
８
万
円

56
億
７
８
６
４
万
円
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委員会の審査から
総 務 常 任 委 員 会

文教・建設常任委員会

健康福祉常任委員会

市民生活常任委員会

こんな質問がありました。
議案や決算、請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、９月２６日の本会議で各委員長から報告がありました。下記はその概要です。

政
策
秘
書
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
消
防
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部
・

福
祉
事
務
所
・
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

上
下
水
道
部

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

総
　
務

健
康
福
祉

市
民
生
活

文
教
・
建
設

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
上

限
に
対
す
る
考
え
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

い
く
ら
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
公
共

施
設
の
改
修
等
を
踏
ま
え
、
他

の
基
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

積
み
立
て
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

執
行
部
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
必
要
性

は
実
感
し
て
お
り
、
今
後
、
議

会
と
の
連
携
も
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

市
長
選
挙
に
お
け
る
18
歳
、

19
歳
の
投
票
率
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

18
歳
が
34
・
76
％
、
19
歳
が

25
・
09
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
駅
頭

啓
発
に
戸
田
翔
陽
高
校
の
生
徒
に
も

参
加
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
ｔ
ｏ
ｃ

ｏ
ぷ
り
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
期
日

前
投
票
所
な
ど
の
案
内
等
を
行
っ
て

い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

女
性
の
救
急
救
命
士
の
配
置

に
向
け
た
考
え
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

救
急
現
場
で
は
女
性
の
視
点
に

よ
る
対
応
も
重
要
で
あ
り
、
今

後
、
各
救
急
隊
へ
の
配
置
に
向

け
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ま
ち
づ
く
り
土
地
開
発
基
金
の

今
後
の
あ
り
方
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

土
地
開
発
公
社
の
債
務
保
証
残

高
は
減
少
し
て
い
る
が
、
土
地

開
発
公
社
の
役
目
が
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
土
地
の
先

行
取
得
に
同
基
金
を
有
効
活
用
し
て

い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

今
後
の
見
通
し
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

る
が
、
現
在
、
デ
ザ
イ
ン
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
で
き
て
い

な
い
状
況
。
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

り
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

美
女
木
向
田
地
区
の
都
市
計

画
事
業
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

区
画
整
理
で
は
な
く
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
形
の
計
画

を
考
え
て
い
る
。
区
画
整
理

の
見
直
し
は
、
一
方
的
に
廃
止
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
意
見
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の

認
知
件
数
の
増
加
理
由
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
や
押
し
た

こ
と
な
ど
、
い
じ
め
の
初
期

段
階
の
認
知
に
伴
い
増
加
し

た
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

小
学
校
専
任
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
導
入
の
効
果
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

こ
れ
ま
で
教
育
セ
ン
タ
ー
の

み
で
行
っ
て
い
た
専
門
家
に

よ
る
相
談
を
小
学
校
で
も
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
が
相
談

し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
教
職
員

が
専
門
的
な
意
見
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
改

正
後
の
自
立
支
援
事
業
の
取

り
組
み
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
居
確

保
給
付
金
、
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

就
労
準
備
支
援
事
業
、
家
計
改
善
支

援
事
業
は
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

法
改
正
に
よ
り
、
任
意
事
業
の
実
施

が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

敬
老
の
つ
ど
い
は
、
平
成
29

年
度
に
開
催
手
法
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
参
加

者
数
の
減
少
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
開
催
手
法
を
再
検
討
し
て
ほ

し
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

変
更
後
の
手
法
で
、
お
お
む
ね

３
年
間
は
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
開
催
手
法
を
見
直

し
た
平
成
29
年
度
以
降
の
敬
老
の
つ

ど
い
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

小
規
模
保
育
園
を
卒
園
す
る

２
歳
児
の
、
３
歳
児
以
降
の

保
育
園
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

選
考
時
の
加
点
に
よ
り
、
希
望

す
る
保
育
園
へ
の
入
園
を
、
後

押
し
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

女
性
再
就
職
応
援
事
業
の
実

施
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

平
成
28
年
度
か
ら
進
め
て
い
た

女
性
の
再
就
職
に
係
る
企
業
誘

致
の
結
果
、
平
成
29
年
10
月
に

「
マ
マ
ス
ク
エ
ア
北
戸
田
店
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
の
従
業

員
の
う
ち
半
数
が
戸
田
市
在
住
の
女

性
で
あ
り
、
今
後
も
従
業
員
の
半
数

程
度
は
戸
田
市
民
を
雇
用
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

本
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

年
５
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
適
切
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
第

２
競
技
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
体
操

器
具
は
指
定
管
理
者
の
実
施
事
業
で

使
用
し
て
お
り
、
市
の
備
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
原
状
回
復
義
務
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

自
転
車
駐
車
場
の
赤
字
が
平

成
28
年
度
と
比
較
し
て
大
き

く
改
善
さ
れ
た
要
因
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

一
時
利
用
に
よ
る
収
入
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
平
成
28
年

度
は
駐
車
場
の
ゲ
ー
ト
設
置

費
用
な
ど
の
初
期
導
入
費
が
必
要
で

あ
っ
た
が
、
平
成
29
年
度
以
降
は
不

要
と
な
り
、
収
支
状
況
が
大
き
く
改

善
し
た
。

▲戸田翔陽高校の生徒も参加した
　駅頭啓発の様子

▲スクールカウンセラー相談風景

▲敬老のつどい（ＴＯＤＡ元気体操）

▲自動ゲートが設置された戸田公園北自転車駐車場

とだ議会だより No.202とだ議会だより No.202

参
加
者
の
こ
と
を
考
え
た

敬
老
の
つ
ど
い
の
開
催
を

市
長
選
挙
の
18
歳
、
19
歳
の
投
票
率
は

小
学
校
専
任
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

導
入
の
効
果
は

自
転
車
駐
車
場
の
収
支
状
況
は

委員

委員

委員

委員

委員 委員

委員

委員委員委員

委員

委員

委員委員

委員 執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 執行部 

執行部 

執行部 執行部 執行部 

執行部 

執行部 

執行部 執行部 

執行部 
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小
中
学
校
の
体
育
館
に

          

エ
ア
コ
ン
設
置
を

「
慎
重
に
検
討
す
る
」

熱中症対策

金こ

ん

の野 

桃も

も

こ子 

議
員

佐さ

と

う藤 

太た
か
の
ぶ信 

議
員

議
員　

手

話
を
言
語

と
し
て
認

め
、
普
及

や
理
解
の

促
進
が
必
要
だ
。
当
事
者

が
生
き
や
す
く
、
差
別
の

な
い
社
会
を
目
指
し
、
手

話
言
語
条
例
の
制
定
を
。

福
祉
部
長　
当
事
者
や
関

係
団
体
等
の
意
見
を
踏
ま

え
、
協
議
手
法
の
検
討
等

を
行
い
、
平
成
32
年
度
に

制
定
す
る
。

議
員　
手
話
言
語
に
関
す

る
他
自
治
体
と
の
意
見
交

換
等
の
た
め
、
市
長
は
手

話
言
語
市
区
長
会
に
加
入

を
。

市
長　

早
速
加
入
し
た
。

手
話
の
環
境
が
よ
り
充
実

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　
条
例
に
、
医
療
機

関
で
の
手
話
普
及
、
乳
幼

児
支
援
、
聴
覚
障
害
者
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
等
を
盛
り
込
み
、
条

例
制
定
後
の
評
価
・
検
証

が
で
き
る
仕
組
み
を
。

議
員　
市
民
・
事
業
者
へ

の
周
知
を
。

環
境
経
済
部
長　
９
月
中

に
戸
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
周
知
を
予
定
。

議
員　
市
民
を
対
象
に
し

た
勉
強
会
の
開
催
を
。

福
祉
部
長　
勉
強
会
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
出
前
講
座

に
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
。

議
員　
学
校
、
保
育
施
設

の
化
学
物
質
へ
の
対
応
を
。

教
育
部
長　
年
１
回
、
空

気
検
査
を
実
施
。
必
要
に

応
じ
、
化
学
物
質
過
敏
症

に
対
応
し
た
教
科
書
を
配

布
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
研

修
の
場
で
保
育
従
事
者
へ

情
報
共
有
化
を
図
る
。

▲ 香料自粛のお願いポスター
　( 出典：岐阜県岐阜市役所 )

掲示施設名

～その香りに困っている方がいます～

※「化学物質過敏症」をご存知ですか？
ある程度の量の化学物質にさらされるか、微量でも長期間繰り返しさらされることで発症するといわれています。　　

また、いったん過敏症になると、その後極めて微量の化学物質に対しても、頭痛、めまい、気道や皮膚の症状など、

様々な症状があらわれるといわれています。

　香水・整髪料・柔軟剤・洗剤・
シャンプー・制汗剤などに含まれる
香料は、アレルギー体質や化学物質過敏症(※)の方
など、人によっては、アレルギー症状や喘息、頭痛、め
まいなどを誘発することがありますので、ご配慮く
ださいますようお願いします。

差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
す

た
め
、
条
例
の
制
定
を

「
平
成
32
年
度
に
制
定
す
る
」

手話言語条例

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例市議会で、
市政全般に対し質問をすることができます。これを「一般質
問」といいます。
今定例会では、１７人の議員が一般質問を行いました。こ

こに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、質問者本人が執
筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページからご覧いた

だくことができます。

一般質問一般質問

香
害
・
化

※

学
物
質
過
敏
症

等
の
理
解
・
啓
発
を

③
全
校
で
年
間
を
通
し
て

水
筒
の
持
ち
込
み
の
許
可

を
④
日
焼
け
止
め
、
ラ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
ド
の
許
可
を
⑤

運
動
会
等
で
の
児
童
席
用

テ
ン
ト
の
購
入
を
。

教
育
部
長　
①
１
校
５
千

万
円
前
後
を
見
込
む
。
慎

重
に
検
討
す
る
②
早
急
に

対
応
す
る
③
④
各
学
校
の

管
理
運
営
事
項
で
校
長
判

断
⑤
備
品
費
で
各
学
校
が

購
入
す
る
も
の
。

議
員　
①
体
育
館
は
避
難

所
に
な
る
。
今
後
検
討
を

②
対
応
を
感
謝
③
④
校
長

会
議
で
情
報
提
供
を
⑤
備

品
費
で
は
足
り
ず
増
額

を
。
そ
れ
ぞ
れ
要
望
す
る
。

議
員　

今

年
は
「
災

害
」
と
い

わ
れ
る
ほ

ど
の
猛
暑

だ
っ
た
。
戸
田
市
の
熱
中

症
の
現
状
と
対
策
は
。

消
防
長　
救
急
搬
送
は
１

２
０
件
（
８
月
時
点
。
昨

年
比
１
・
７
倍
）。
死
者

は
い
な
い
。
屋
内
と
屋
外

が
半
々
。
消
防
車
両
に
よ

り
市
内
の
巡
回
広
報
を
実

施
し
て
い
る
。

議
員　
市
の
「
熱
中
症
予

防
に
係
る
対
応
方
針
」
等

は
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど

も
会
等
は
対
象
外
。
適
切

に
対
策
で
き
る
よ

う
救
急
救
命
講
習

等
に
「
熱
中
症
対

策
」
の
追
加
を
。

消
防
長　
「
熱
中
症

対
策
」
を
明
記
し
、

対
応
す
る
。

議
員　

①
小
中
学

校
の
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
設
置
を
②

給
食
調
理
場
で
調

理
士
等
が
熱
中
症

を
訴
え
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
増
設
を

市役所での再開催を

「早期に実現に至るよう取り組む」

ふ
る
さ
と
祭
り

議
員　

戸

田
ふ
る
さ

と
祭
り
の

会
場
は
、

旧
市
役
所

跡
（
現
あ
い
パ
ル
）
か
ら
、

市
役
所
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

戸
田
へ
と
会
場
が
移
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
市
民
か
ら

は
、
歩
行
者
天
国
を
練
り

歩
き
、
出
店
を
は
し
ご
し

た
こ
と
が
懐
か
し
い
な

ど
、
市
役
所
周
辺
で
の
再

開
催
を
願
う
声
が
大
き

い
。
ぜ
ひ
市
役
所
で
の
再

開
催
を
。

市
民
生
活
部
長　
新
た
な

検
討
会
議
を
設
け
た
実
行

委
員
会
が
議
論
し
、
最
終

的
に
結
論
を
出
す
。
引
き

続
き
実
行
委
員
会
の
一
員

と
し
て
、
積
極
的
に
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
長
は
ふ
る
さ
と

祭
り
の
大
会
会
長
で
あ

る
。
意
気
込
み
は
。

市
長　
会
場
周
辺
の
警
備

体
制
、
交
通
規
制
の
問
題
、

ご
み
の
散
乱
防
止
な
ど
の

課
題
が
あ
る
が
、
関
係
す

る
皆
さ
ま
の
協
力
を
頂
き

▶
体
育
館
で
の
体
育
の
授
業(

戸
田
南
小
学
校)

▶
第
44
回
戸
田
ふ
る
さ
と
祭
り
（
平
成
30
年
） な

が
ら
、
で
き
る
限
り
早

期
に
実
現
に
至
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
、
洪
水
な
ど
の

水
害
で
は
、
さ
い
た
ま
市

の
高
台
に
避
難
で
き
る
。

バ
ス
が
水
没
す
る
な
ど
の

場
合
、
復
旧
に
か
な
り
影

響
が
あ
る
。
避
難
・
復
旧
・

復
興
を
考
え
て
、
鉄
道
、

バ
ス
事
業
者
と
協
定
の
締

結
な
ど
、
対
策
強
化
を
。

危
機
管
理
監　
水
害

時
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
は
課
題
が
あ

り
、
公
共
交
通
機
関

と
ど
の
よ
う
な
連
携

が
で
き
る
か
、
今
後

も
研
究
し
て
い
く
。

な
お
、
Ｊ
Ｒ
と
は
地

震
災
害
時
に
帰
宅
困

難
者
対
応
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い

る
。

災
害
時
の
公
共
交
通

機
関
と
の
連
携
を

平成 30 年９月 26 日撮影

浅
あ そ う

生 和
か ず ひ で

英 議員

※化学物質過敏症……排気ガスや柔軟剤等の化学物質が体内の許容量を超えたときに発症す
るのが化学物質過敏症であり、頭痛や吐き気、倦怠感等が出現する。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
市
長
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
を
。

Ａ
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ン
」
の
手
法
を

研
究
す
る
。

Ｑ
戸
田
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
。

Ａ
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
。
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談
窓
口
等
を
記
し
た
用
紙

を
同
封
で
き
な
い
か
。

財
務
部
長　
納
税
に
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
方
が
、
早

め
に
相
談
し
て
も
ら
え
る

よ
う
催
告
書
に
記
載
す
る
。

議
員　
現
在
、
市
の
催
告

書
に
は
、

差
し
押
さ

え
と
な
る

と
「
あ
な

た
の
社
会

的
信
用
は

大
き
く
失

わ
れ
ま
す
」

と
、
脅
し

と
も
取
れ

る
文
言
が

手て

づ

か塚 

静し

ず

え枝 

議
員

改善要望について   
市長の考えは

「これまで同様、取り組んでいく」

埼
京
線

的
に
進
め
、
現
時
点
で
43

メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
完
了
。

今
後
、
橋
梁
の
新
設
お
よ

び
用
地
の
確
保
を
行
う
。

議
員　
戸
田
公
園
駅
、
北

戸
田
駅
の
整
備
は
。

都
市
整
備
部
長　
戸
田
公

園
駅
は
、「
戸
田
公
園
駅
西

口
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
中
心
に
、
今

後
の
方
針
を
検
討
し
て
い

く
。
北
戸
田
駅
は
西
口
周

辺
の
駅
前
広
場
、
道
路
の

用
地
確
保
を
進
め
て
い
く
。

脅
し
と
も
取
れ
る
文
言
は

                  

削
除
す
べ
き

「
文
章
の
取
り
や
め
も
含
め
見
直
す
」

生活困窮者支援

議
員　

終

電
時
刻
の

延
長
、
ホ

ー
ム
ド
ア

設
置
、
通

勤
快
速
の
停
車
、
増
便
等

の
混
雑
解
消
な
ど
の
改
善

は
。

市
民
生
活
部
長　
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
、
改
善
を
継
続
要

望
し
て
い
く
。

議
員　
埼
京
線
は
早
期
改

善
が
難
し
い
と
の
回
答
が

続
き
、
進
展
が
少
な
い
。

実
現
性
、
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
進
め

て
い
く
こ
と
は
大
切
。
改

善
要
望
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
は
。
現
在
、
戸
田

市
内
を
通
る
池
袋
か
ら
の

３
つ
の
深
夜
急
行
バ
ス
の

活
用
や
、
近
郊
駅
か
ら
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
活
用
等
、

さ
ま
ざ
ま
考
え
て
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
同
様
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
視
野

に
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

議
員　

滋

賀
県
野
洲

市
は
、
税

金
等
の
滞

納
は
生
活

困
窮
の
シ
グ
ナ
ル
と
捉
え
、

自
治
体
を
挙
げ
て
生
活
再

建
支
援
を
行
う
一
方
、
督

促
状
の
封
筒
に
「
消
費
者

金
融
な
ど
高
金
利
な
借
金

の
返
済
で
納
税
が
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
」
と
記
し
た
用

紙
を
入
れ
相
談
者
の
掘
り

起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
催
告
書
の
封
筒
に
相

文
言
の
削
除
を
求
め
た
戸
田
市
の
納
税
催
告
書　

 

◀

▶
埼
京
線
（
戸
田
駅
）

議
員　
戸
田
駅
前
の
電
線

地
中
化
、
駅
前
広
場
、
浸

水
対
策
の
今
後
は
。

都
市
整
備
部
長　
戸
田
駅

西
口
の
電
線
地
中
化
は
、

平
成
28
～
31
年
度
に
整
備

予
定
。
西
口
駅
前
広
場
は
、

地
中
化
完
了
後
、
平
成
32

年
度
か
ら
整
備
予
定
。
次

に
浸
水
対
策
は
、
新
曽
第

二
土
地
区
画
整
理
地
区
内

の
上
戸
田
川
整
備
を
優
先

議
員　
喫
緊
の
課
題
解
決

と
し
て
、
戸
田
市
内
の
病

院
と
連
携
し
て
受
け
入
れ

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
今
後
の
研
究

課
題
と
す
る
。

議
員　
学
校
で
の
取
り
組

み
と
市
の
申
請
書
類
等
に

お
け
る
配
慮
は
。

教
育
部
長　
教
職
員
に
対

戸田市にも重度心身障がい者の
入所施設を

「新たに施設の整備は難しい」

障
が
い
者
支
援

議
員　

戸

田
市
に
も
、

医
療
的
ケ

ア
が
必
要

な
重
度
心

身
障
が
い
者
を
受
け
入
れ

る
入
所
施
設
が
欲
し
い
と

の
声
が
あ
る
。「
親
な
き
後
」

を
考
え
、
入
所
施
設
を
造

る
べ
き
。

福
祉
部
長　
新
た
に
入
所

施
設
の
整
備
は
難
し
い
。

現
在
あ
る
市
内
施
設
を
活

用
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
考
え
る
。

議
員　

女

性
の
視
点

を
防
災
対

策
に
生
か

す
こ
と
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
社

会
的
弱
者
の
視
点
を
生
か

す
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の

防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る
。

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

　ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を

「
重
要
、改
訂
時
に
検
討
す
る
」

防  災

▲女性視点の防災ブック
　( 出典：のがみ純子東京都議会議員ホームページ )

す
る
研
修
会
を
実

施
。
校
内
に
書
籍
や

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
学
校
も
。
悩
み
を

抱
え
る
児
童
生
徒
か

ら
の
相
談
体
制
を
整

え
る
。

市
民
生
活
部
長　
申

請
書
で
は
自
由
記
載

と
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
全
庁
的
に
配

慮
を
働
き
か
け
、
相

談
し
や
す
い
工
夫
を

す
る
。

▶
保
健
室
前
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

　
東
京
都
で
は
、
女
性
の

視
点
を
生
か
し
た
「
東
京

く
ら
し
防
災
」
の
冊
子
を

発
行
し
好
評
を
得
て
い
る
。

　
本
市
も
、
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
、
暮
ら
し

の
中
で
防
災
意
識
を
促
す
、

お
役
立
ち
防
災
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
て
は
。

危
機
管
理
監　

４
月
に
、

改
訂
版
防
災
ハ
ザ
ー
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
・
配
布
し
た
。

女
性
の
視
点
は
重
要
。
次

の
改
訂
時
に
検
討
す
る
。

議
員　
道
路
に
放
置
さ
れ

た
犬
の
ふ
ん
を
減
ら
す
た

め
、
ふ
ん
の
周
囲
を
黄
色

の
チ
ョ
ー
ク
で
囲
い
、
飼

い
主
に
警
告
す
る
「
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
」
を

実
施
し
、
飼
い
主
の
マ
ナ

ー
向
上
を
図
っ
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
さ
ら
な

る
対
策
が
必
要
と
考
え
、

ふ
ん
の
持
ち
帰
り
強
化
策

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
加
齢
に
伴
う
虚
弱

化
（
フ
レ
イ
ル
）
予
防
と

駅
周
辺
整
備
は

議
員　
各
種
手
続
き
の
申

請
者
が
、
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
を
懸
念
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
拒
否

し
た
と
き
の
窓
口
対
応
は
。

総
務
部
長　
国
の
方
針
等

に
基
づ
き
、
手
続
き
に
必

要
な
書
類
の
提
出
を
受
け

た
上
で
対
応
し
て
い
る
。

あ
る
。
削
除
す
べ
き
。

財
務
部
長　
催
告
書
作
成

か
ら
年
数
が
経
過
し
て
い

る
の
で
、
議
員
指
摘
の
記

載
も
含
め
、
全
体
的
に
見

直
し
を
進
め
る
。

議
員　
健
康
長
寿
入
浴
事

業
の
実
態
調
査
の
目
的
は
。

福
祉
部
長　
公
衆
浴
場
が

東
部
地
区
に
偏
っ
て
お
り
、

健
康
長
寿
入
浴
事
業
の

事
業
維
持
と
充
実
を

犬
の
ふ
ん
害
対
策
を

「
フ
レ
イ
ル
」
予
防
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
、
性
的

少
数
者
へ
の
支
援
充
実
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
供
拒
否

に
対
し
て
適
切
な
対
応
を

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
Ａ

※

Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん

対
策
の
現
状
と
支
援
。

Ａ
国
や
県
の
支
援
体
制

の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

十
そ ご う

川 拓
た く や

也 議員

本ほ

ん

だ田 

哲て
つ 

議
員

むとう 葉
よ う こ

子 議員

浴
場
数
や
利
用
者
数
が
減

少
す
る
中
で
市
の
補
助
額

を
一
定
と
す
る
妥
当
性
、

受
益
者
負
担
の
公
平
性
、

公
衆
浴
場
の
行
政
支
援
の

観
点
な
ど
、
課
題
解
決
に

向
け
て
検
討
す
る
た
め
調

査
を
実
施
し
た
。

議
員　
こ
の
事
業
は
、
高

齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
利
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

利
用
者
や
事
業
者
の
声
も

聞
き
、
事
業
維
持
と
、
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

し
て
、
自
分
の
体
力
低
下

の
リ
ス
ク
に
気
付
き
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の

「
フ
レ
イ
ル
」
予
防
は
。

福
祉
部
長　
介
護
予
防
事

業
の
中
で
「
フ
レ
イ
ル
」

予
防
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
て
進
め
て
い
る
。

※ＡＹＡ世代……15 ～ 39 歳の思春期・若年成人 ( ｱﾄﾞﾚｾﾝﾄ ｱﾝﾄﾞ ﾔﾝｸﾞ ｱﾀﾞﾙﾄ ) の頭文字を取っ
て「ＡＹＡ世代」という。
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一般質問

今
後
も
義
務
化
に
伴
う
加

入
促
進
に
努
め
る
。

議
員　
戸
田
市
独
自
の
自

転
車
保
険
制
度
の
創
設
を
。

市
民
生
活
部
長　
ご
自
身

の
保
険
内
容
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
新
規

加
入
を
検
討
し
て
い
る
方

へ
の
ご
案
内
な
ど
情
報
発

信
を
図
り
、
自
転
車
保
険

の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

本
市
の
保
険
制
度
導
入
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
等
の

状
況
も
参
考
に
研
究
す
る
。

議
員　

本

庁
舎
２
階

ロ
ビ
ー
の

階
段
撤
去

を
す
る
工

事
に
当
た
り
、
ス
ペ
ー
ス

の
広
が
り
と
そ
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
①
分
か
り
や

す
い
案
内
看
板
・
誘
導
サ

イ
ン
の
導
入
は
②
待
合
室

ロ
ビ
ー
の
改
善
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　
①
誘
導
サ
イ

ン
等
の
デ
ザ
イ
ン
や
配
置

な
ど
専
門
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
②
待
合
ベ
ン
チ

の
増
加
、
通
路
や
誘
導
サ

イ
ン
、
記
載
台

や
情
報
発
信
ス

ペ
ー
ス
の
効
果

的
な
配
置
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
備
品
の
設

置
等
、
障
害
の

あ
る
方
や
高
齢

者
、
ま
た
、
お

子
さ
ん
連
れ
の

方
に
配
慮
し
た

待
合
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
よ
う
進

め
る
。

議
員　
一
つ
の

し
い
と
い
う
意
見
や
、
５

階
多
目
的
ル
ー
ム
の
使
い

勝
手
に
関
す
る
件
も
伺
っ

て
い
る
。
改
修
時
に
反
映

す
る
よ
う
努
力
を
。
ま
た
、

普
段
か
ら
協
力
す
る
団
体

等
か
ら
意
見
を
聞
く
場
を

増
や
し
、
市
民
の
文
化
芸

術
活
動
支
援
に
全
力
を
。

市
民
生
活
部
長　
大
規
模

改
修
を
機
に
時
代
に
合
っ

た
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

環
境
を
整
え
、
さ
ら
な
る

文
化
芸
術
の
拠
点
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
平
成
28
年
12
月
議

会
で
「
地
域
の
危
険
箇
所

へ
の
要
望
が
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
か
」
進
捗
確
認

の
重
要
性
を
質
問
し
た
。

ど
う
改
善
し
た
か
。

教
育
部
長　
質
問
を
受
け
、

各
学
校
か
ら
受
け
た
危
険

箇
所
は
「
進
行
管
理
表
」

を
作
成
。
警
察
署
等
に
進

捗
の
確
認
を
し
て
い
る
。

議
員　
同
質
問
で
要
望
し

た
戸
田
第
一
小
学
校
通
学

路
の
「
上
戸
田
３
丁
目
」

交
差
点
へ
の
歩
行
者
信
号

設
置
も
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
の
声
を
聞
く
と
効

果
は
大
き
い
。「
第
一
小
前

交
差
点
（
中
央
通
り
側
）」、

戸
田
中
通
り
の
「
前
谷
橋

交
差
点
」「
南
町
11
北
西
交

差
点
」
等
の
危
険
箇
所
に

も
設
置
推
進
を
。

議
員　

戸

田
市
文
化

会
館
の
大

規
模
改
修

時
期
は
。

市
民
生
活
部
長　
平
成
31

年
10
月
ご
ろ
か
ら
33
年
１

月
ま
で
を
工
事
期
間
と
し

て
見
込
ん
で
い
る
。

議
員　
市
民
か
ら
の
意
見

や
要
望
は
多
い
。
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
推
進
、
６
０
０
人

く
ら
い
の
中
ホ
ー
ル
が
欲

大規模改修時に　　　　
市民要望の反映を

「誰もが利用しやすい環境を整える」

戸
田
市
文
化
会
館

総
合
窓
口・ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は

「
窓
口
間
の
連
携
向
上
に
取
り
組
む
」

行政改革

▶
戸
田
市
文
化
会
館

▶
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口

　

(

出
典
：
福
岡
県
朝
倉
市
役
所)

議
員　

戸

田
市
の
自

転
車
事
故

の
現
状
と

事
故
防
止

の
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
本
年
６

月
末
現
在
、
死
傷
者
数
は

85
人
で
あ
り
、
前
年
同
月

と
比
較
し
54
人
の
減
と
な

っ
て
い
る
。
事
故
防
止
の

対
策
と
し
て
は
、
市
内
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
運
輸
事

業
者
な
ど
と
実
施
し
て
い

る
街
頭
活
動
、
子
ど
も
自

転
車
運
転
免
許
教
室
や
ス

ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト

自
転
車
交
通
安
全
教
室
の

開
催
な
ど
、
自
転
車
事
故

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

議
員　
埼
玉
県
で
は
自
転

車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務

化
さ
れ
た
が
、
戸
田
市
の

考
え
と
対
応
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

市
民
、

事
業
者
、
自
転
車
販
売
店

等
に
対
し
て
、
県
条
例
の

周
知
と
自
転
車
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
る
。

市長親族団体が占有使用
      する実態への見解は

「スポセンは適正に運営されていると認識」

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

議
員　

６

月
議
会
の

伊
東
議
員

の
総
括
質

問
で
、
市

長
は
「
調
査
し
た
結
果
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
ス
ポ
セ
ン
」
と
略
）

は
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
が
、
そ

戸
田
市
独
自
の

　
　
　
　制
度
の
創
設
を

「
近
隣
市
等
の
状
況
も
参
考
に
研
究
す
る
」

自転車保険制度

の
「
調
査
」
詳
細
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
ス
ポ
セ
ン
業
務
は

適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
市
長
の
親
族
が
理

事
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
ス
ポ
セ
ン
の
一
部
占

有
使
用
、
収
益
活
動
を
や

っ
て
い
る
実
態
等
に
つ
い

て
ど
う
か
。

市
長　
ス
ポ
セ
ン
業
務
は

適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
適
正
か
ど
う
か
は

聞
い
て
い
な
い
。
事
実
が

ど
う
か
を
聞
い
て
い
る
。

事
業
報
告
書
に
は
事
業
収

益
を
上
げ
て
い
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

第
２
競
技
場
の
実
態
が
ス

ポ
セ
ン
条
例
第
10
条
に
規

定
す
る
原
状
回
復
の
義
務

に
違
反
し
て
い
る
現
状
へ

の
認
識
は
。

市
長　
ス
ポ
セ
ン
業
務
は

適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
今
回
の
一
般
質
問

で
、
６
月
議
会
で
の
市
長

▶
自
転
車
交
通
安
全
教
室

　

(

ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト)

回
答
に
あ
っ
た
「
伊
東
議

員
の
総
括
質
問
を
受
け
て

の
調
査
」
が
、
実
際
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
加

え
て
、
条
例
を
守
る
最
高

責
任
者
で
あ
る
市
長
が
、

ス
ポ
セ
ン
に
つ
い
て
の
条

例
違
反
の
実
態
と
、
そ
こ

に
市
長
の
親
族
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
。

交
通
安
全
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
埼
玉
県
で
は
、
市
町

村
と
連
携
し
て
生
涯

現
役
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
い
る
。
市
の
考

え
と
対
応
を
伺
う
。

Ａ
保
険
年
金
課
の
窓
口

で
、
当
該
カ
ー
ド
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設

置
し
対
応
。

◀
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

第
２
競
技
場

竹
た け う ち

内 正
ま さ あ き

明 議員

三み

わ輪 

な
お
子こ 

議
員

石い
し
か
わ川 

清き
よ
あ
き明 

議
員

林
はやし

 冬
ふ ゆ ひ こ

彦 議員

窓
口
に
業
務
を
集
約
す

る
、
総
合
窓
口
・
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
て
は
。

総
務
部
長　
総
合
窓
口
で

は
な
く
、
誘
導
サ
イ
ン
の

改
善
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
窓
口
間
の
連
携
向

上
に
取
り
組
む
。

議
員　
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
広
く

市
民
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に
、

地
域
で
の
支
え
合
い
、
助

け
合
い
に
つ
い
て
周
知
し
、

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　
介
護
認
定
調
査
に

つ
い
て
、
土
日
の
調
査
を

希
望
す
る
人
へ
の
対
応
は
。

福
祉
部
長　
原
則
平
日
だ

が
、
や
む
を
得
ず
平
日
以

外
に
調
査
を
行
う
場
合
も

あ
る
。
昨
年
度
１
０
５
件
。

介
護
支
援
は

          　つぶやき

ど
う
し
て
市
長
は
誠
実
に

答
え
ら
れ
な
い
の
か
な
？
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▼ 市内住宅屋根上の太陽光パネル

◀ 市役所３階屋上の太陽光パネル

競技力向上を志向する
　　　生徒への対応は
「支援体制の構築を検討していく」

部
活
動
方
針

完
全
分
煙
は
可
能
。

敷
地
内
禁
煙
は
見
直
し
が
必
要

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
考
え
て
い
な
い
」

受動喫煙防止

議
員　

日

本
の
ス
ポ

ー
ツ
は
、

こ
れ
ま
で

学
校
の
部

活
動
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
育
て
て
き
た
現
実
が

あ
る
。
今
回
、出
さ
れ
た「
部

活
動
方
針
」
は
、
一
律
に

活
動
時
間
に
制
限
を
か
け

る
も
の
で
あ
る
。
部
活
動

を
通
し
て
競
技
力
向
上
を

志
向
す
る
生
徒
や
保
護
者

へ
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
質
の
高
い
練

習
を
行
え
る
よ
う
、
民
間

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と

連
携
し
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
指
導
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

部
活
動
支
援
体
制
の
構
築

を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
具
体
的
な
支
援
内

容
は
。

教
育
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
効
率
的
・

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
実
践
や
、
ト
レ
ー
ナ
ー

に
よ
る
訪
問
指
導
等
を
盛

議
員　

受

動
喫
煙
防

止
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
が
制
定

さ
れ
、
公
共
施
設
の
敷
地

内
禁
煙
が
推
進
さ
れ
て
い

る
が
、
敷
地
内
ま
で
の
禁

煙
は
理
解
で
き
な
い
。
喫

煙
場
所
を
設
置
す
れ
ば
、

完
全
分
煙
は
可
能
で
あ
り
、

子
供
等
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
は
な
い
。
戸
田
市
の

成
人
男
性
・
女
性
の
２
万

４
千
人
が
影
響
を
受
け
る

施
策
で
あ
る
。
た
ば
こ
税

▶
部
活
動
の
様
子

　

(

戸
田
中
学
校
ボ
ー
ト
部)

▶
売
店
跡
に
設
置
さ
れ
た

　

自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

り
込
ん
だ
業
務
委
託
や
部

活
動
指
導
員
の
配
置
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
来
年
度

予
算
要
求
し
て
い
く
。

議
員　
地
域
全
体
で
運
動

部
活
動
に
代
わ
り
得
る
生

徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機

会
の
確
保
・
充
実
策
を
全

庁
的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
も
っ
と
や
り
た

い
生
徒
の
受
け
皿
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
だ
け

で
は
で
き
な
い
の
で
、
市

は
10
億
円
も
あ
り
、
敷
地

内
禁
煙
は
、
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
妊
婦
や
子
供

等
の
健
康
を
守
る
必
要
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
彩
湖
・
道
満
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
は
、
他
市
の

人
も
利
用
が
多
く
、
喫
煙

所
の
数
が
少
な
い
。
増
設

と
、
喫
煙
場
所
の
標
示
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
彩
湖
・

道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は

喫
煙
可
能
で
あ
り
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
の
で
、

喫
煙
場
所
を
明
確
に
し
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
。

喫
煙
場
所
は
国
の
指
針
に

基
づ
い
て
運
用
す
る
。

　
議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
売
店
は
利
用
者
の
減

少
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
弁
当

や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
販
売

が
、
太
陽
光
発
電
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
。

環
境
経
済
部
長　
総
合
的

取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

重
要
。
太
陽
光
発
電
の
さ

ら
な
る
普
及
に
向
け
働
き

か
け
を
継
続
す
る
。

議
員　
都
市
部
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
電
力

と
し
て
事
業
化
し
て
い
る

先
進
地
の
取
り
組
み
を
研

究
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

太陽光発電・再生可能　
エネルギービジョンは

「さらなる普及に向け働きかける」

地
球
温
暖
化
対
策

議
員　

地

球
温
暖
化

が
要
因
と

な
る
災
害

が
連
続
し

て
い
る
。
戸
田
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
で
は

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
２
０

０
５
年
度
比
60
～
80
％
の

削
減
を
目
標
と
し
て
い
る

議
員　

高

齢
者
の
消

費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
深

刻
化
し
、

多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
滋
賀
県
野
洲
市

で
は
訪
問
販
売
を
登
録
制

見
守
り
が
必
要
な

　
　対
象
者
の
リ
ス
ト
を

「
先
進
自
治
体
を
参
考
に
研
究
す
る
」

消費者トラブル

▶
戸
田
市
も
登
録
制
度
を
つ
く
っ
て
み
て
は

議
員　
８
月
に
入
り
関
東

を
中
心
に
風
疹
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
。
妊
娠
初
期

の
女
性
が
感
染
す
る
と
胎

児
に
障
害
が
出
る
恐
れ
が

あ
り
、
早
期
対
策
が
必
要
。

予
防
接
種
、
抗
体
検
査
の

周
知
徹
底
と
予
防
接
種
費

用
の
市
の
独
自
助
成
を
。

福
祉
部
長　
今
後
の
流
行

状
況
を
注
視
し
、
県
の
無

料
抗
体
検
査
等
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
喚

起
す
る
。
予
防
接
種
助
成

に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断

す
る
。

度
に
し
た
こ
と
で
訪
問
販

売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
半
減
し

た
。
訪
問
販
売
の
登
録
制

度
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
事
業
者

の
連
絡
先
等
を
市
で
把
握

で
き
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

で
は
あ
る
が
、
制
度
化
は

難
し
い
。
野
洲
市
の
状
況

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

議
員　
消
費
者
庁
か
ら
行

政
処
分
を
受
け
た
悪
質
業

者
か
ら
押
収
し
た
顧
客
リ

ス
ト
の
情
報
提
供
を
受
け
、

特
に
見
守
り
が
必
要
な
対

象
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

二
次
被
害
防
止
に
努
め
て

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
「
消
費
者

安
全
確
保
地
域
協
議
会
」

を
設
置
し
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
協
議
会
は
、

認
知
症
等
で
判
断
力
が
不

十
分
と
な
っ
た
方
の
消
費

者
被
害
防
止
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。
先
進
自

治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
研
究
す
る
。

議
員　
貸
与
型
奨
学
金
は

平
成
19
年
ま
で
半
額
返
済

で
あ
り
「
何
と
か
復
活
し

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
市
営
住
宅
の
空
き
室

に
対
す
る
入
居
の
促

進
を
。

Ａ
可
能
な
限
り
募
集
回

数
を
増
や
す
と
と
も

に
、
世
帯
人
数
要
件

の
緩
和
も
検
討
す
る
。

も
な
く
不
便
で
あ
る
。
外

部
の
人
も
利
用
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
を
誘
致
し
、
24
時

間
営
業
す
れ
ば
、
閉
店
に

な
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

通
告
に
は
な
い
が
、
売
店

の
跡
地
を
戸
田
市
体
育
協

会
の
事
務
所
に
で
き
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長　
コ
ン
ビ

ニ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
改
修
時
に
検
討
す
る
。

な
お
、
体
育
協
会
の
事
務

所
利
用
に
つ
い
て
の
答
弁

は
、
差
し
控
え
た
い
。

外
部
指
導
員
の有

償
化
を

風
疹
感
染
対
策
の
徹
底
を

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

コ
ン
ビ
ニ
の
設
置
を

奨
学
金
制
度
の見直

し
を

全
体
で
、
連
携
を
図
り
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
部
活
動
の
外
部
指

導
員
に
責
任
を
自
覚
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
有
償
化
す
る
べ
き
。

教
育
部
長　
今
後
、
有
償

化
も
検
討
し
て
い
く
。

馬
ば ば

場 栄
え い い ち ろ う

一郎 議員

高た
か
は
し橋 

秀ひ

で

き樹 

議
員

花
は な い

井 伸
の ぶ こ

子 議員

土つ

ち

や屋 

英え

み

こ

美
子 

議
員

          　つぶやき

９
月
ま
で
の
熱
中
症
で

の
緊
急
搬
送
１
２
７
件

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

今
も
な
お
続
い
て
い
る
。

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
日
本
学
生
支

援
機
構
の
動
向
を
踏
ま
え
、

申
請
件
数
を
注
視
し
て
い

く
が
、
新
た
に
奨
学
金
制

度
を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

議
員　
国
や
各
自
治
体
で

給
付
型
奨
学
金
制
度
へ
の

見
直
し
を
始
め
て
い
る
。

半
額
返
済
も
含
め
、
戸
田

市
で
の
奨
学
金
制
度
の
見

直
し
を
強
く
要
望
す
る
。
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議会改革特別委員会
委員長報告
議会改革特別委員会では、前任期の特別委員
会から申し送りされたタブレット端末およびク
ラウド文書共有システムの導入について、全議
員を対象に実際にタブレット端末を使用する形
式で、説明会を 3回開催。また、先進導入自治
体を委員会で視察、さらに、タブレット端末を
既に導入している他の市議会における運用状況
についての調査を実施するなど、調査研究を進
めてきました。
その後、本市議会が求める機能要件の確認、
戸田市議会タブレット端末使用基準の策定、そ
して、本年６月定例会において、タブレット端末、
システム導入および運用に係る費用についての
補正予算が議決され、本年８月 20日に、タブレ
ット端末の運用を開始、本会議や委員会で使用
する議案書等の資料をクラウド上での共有・閲
覧が可能となりました。

タブレット端末を導入
全議員に貸与
戸田市議会では、本年８月 20日より、タブレ
ット端末とクラウド文書共有システムの運用を
開始しました。
文書ファイルをタブレット端末などで閲覧で
きるようになり、情報共有の迅速化や会議運営
の効率化などが期待されています。当分の間は、
紙資料と併用となりますが、段階的に会議のペ
ーパーレス化を目指していきます。

議
員　

長

期
休
館
中

の
戸
田
市

立
図
書
館
。

再
開
時
、
指

定
管
理
者

に
よ
る
運
営
が
始
ま
る
が
、

選
書
等
の
ル
ー
ル
や
適
切

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
重

要
。
指
定
管
理
者
選
定
や

以
降
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
、

今
後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長　
選
書
等
は
指

定
管
理
者
が
市
の
収
集
方

針
に
基
づ
き
一
次
選
書
を

行
い
、
二
次
選
書
と
購
入

を
教
育
委
員
会
が
行
う
予

定
。
事
業
者
の
選
定
時
に

職
員
配
置
や
新
た
な
自
主

事
業
の
提
案
を
受
け
、
移

行
後
四
半
期
と
年
間
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
職

員
配
置
や
行
事
等
の
実
施

状
況
を
厳
し
く
監
視
す
る
。

議
員　
平
成
28
年
策
定
の

戸
田
市
立
図
書
館
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
市
民
の
要
望
を

受
け
、
カ
フ
ェ
等
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
進
め
方
は
。

教
育
部
長　
ビ
ジ
ョ
ン
を

踏
ま
え
事
業
者
を
決
定
し
、

議
員　
「
広

報
と
だ
」

の
各
家
庭

へ
の
配
布

は
、
各
町

会
に
依
頼
し
て
い
る
が
、

「
行
政
で
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
る
。
中
で

も
、「
広
報
と
だ
」
と
同
時

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
の
折

り
込
み
作
業
の
負
担
感
が

大
き
く
、
あ
る
町
会
で
は

い
つ
も
特
定
の
方
に
作
業

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と

聞
く
。
折
り
込
み
作
業
を

無
く
す
だ
け
な
ら
ば
折
り

込
み
機
を
使
う
方
法
が
あ

る
。
本
件
の
み
な
ら
ず
、

少
し
で
も
町
会
の
負
担
軽

減
を
考
え
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
負
担
軽

減
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
中
な
の
で
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
協
議
し
て
い

く
。

広報とだの折り込み　
作業等、負担軽減を

「アンケート結果に基づき協議」

町

　会

指
定
管
理
者
選
定
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
今
後
は

「
職
員
配
置
や
行
事
等
厳
し
く
監
視
す
る
」

戸田市立図書館

共
に
実
現
に
向
け
取
り
組

む
。
カ
フ
ェ
開
設
は
今
後

も
検
討
課
題
。
今
回
の
工

事
で
現
行
の
休
憩
飲
食
ス

ペ
ー
ス
を
拡
大
予
定
。

議
員　
戸
田
市
は
地
方
税

の
縛
り
が
無
く
、
独
自
事

業
等
多
い
と
感
じ
る
。
昨

年
内
閣
府
に
よ
り
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
た
。

詳
細
な
類
似
団
体
を
選
定

し
て
比
較
や
参
考
に
す
る

等
、
統
計
デ
ー
タ
活
用
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
類
似
団
体
と

の
比
較
や
統
計
デ
ー
タ
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
や
行
政
評
価
等
に
お

い
て
行
っ
て
お
り
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
進
め
て

い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進

は
、
さ
ら
に
重
要
性
が
増

す
と
考
え
て
お
り
、
職
員

の
育
成
等
に
つ
い
て
も
推

進
す
る
。

▶
図
書
館
・
郷
土
博
物
館

▲町会の皆さま、毎回ありがとうございます

Ｉ
Ｔ
投
資
で

内
部
業
務
の
効
率
化
を

Ｅ

※

Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
を

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
戸
田
市
立
介
護
老
人

保
健
施
設
が
指
定
管

理
者
に
よ
る
運
営
と

な
っ
た
。
介
護
の
質

向
上
へ
、
適
切
な
評

価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
仕
組
み
づ
く
り

を
。

Ａ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適

切
に
行
う
。

          　つぶやき

町
会
頼
み
は
、

も
う
や
め
よ
う

※ＥＢＰＭ……ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ ･ ﾍﾞｰｽﾄ ･ ﾎﾟﾘｼｰ ･ ﾒｲｷﾝｸﾞ。証拠に基づく政策立案。政策目的を明確化し、
情報やデータなどの証拠に基づき政策を決めていく手法。

酒
さ か い

井 郁
い く ろ う

郎 議員

矢や

ざ

わ澤 

青は

る

か河 

議
員

議
員　
Ｉ
Ｔ
の
導
入
で
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

例
え
ば
、
現
在
市
役
所
で

は
紙
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
を
入
力
し
た
り
紙
に
打

ち
出
し
た
り
、
は
ん
こ
を

押
し
た
り
突
合
し
た
り
と
、

手
数
が
か
か
る
上
、
ミ
ス

も
発
生
し
や
す
く
、
効
率

の
面
で
も
事
務
の
正
確
さ

と
い
う
意
味
で
も
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　
部
門
間
の
シ

ス
テ
ム
連
携
改
善
や
先
端

技
術
の
導
入
を
進
め
る
。

▲平成 30 年 7 月豪雨　駅頭募金 ( 戸田公園駅 )▲会場のアオーレ長岡にて

▲クラウド文書共有システム操作説明会 ( ８月 27 日 )

　駅頭募金を実施　
平成30年７月豪雨

「平成 30 年７月豪雨」で亡くなられた方々に哀
悼の意を表するとともに、被災者の皆様にお見舞
いを申し上げます。
戸田市議会では、被災された地域の方々への
支援といたしまして、７月19日の夕刻、議員が市
内 3 駅に赴き、駅頭募金活動を行いました。
その結果、18万 8,060 円の募金が集まりました。
これは全国市議会議長会を通じて、被災地域へ
の支援に活用されます。ご協力、ありがとうござ
いました。

全国都市問題会議に参加
第 80 回全国都市問題会議が、10月11日、
12日の２日間にわたり新潟県長岡市で開催され、
戸田市議会からは９名の議員が参加しました。
「市民協働による公共の拠点づくり」をテーマ
に、長岡市における事例や、長岡市長や学識経
験者の講演と報告、パネルディスカッションなど
を見聞きし、市民協働による公共の拠点づくりに
向けて考察を深めることができ、大変有意義な
会議となりました。
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議員クルーが銅メダル獲得！
９月 15 日、16 日の２日間にわたり、滋賀県立

琵琶湖漕艇場において全国市町村交流レガッタ大
津大会が開催され、多くの市民クルーが参加する
中、戸田市議会は「サクラソウ」と「モクセイ」
の２クルーが議会議員の部に参加しました。
「サクラソウ」は残念ながら敗退しましたが、「モ

クセイ」は決勝戦に進出し、見事３位で銅メダル
を獲得しました。

 レース前に健闘を誓う戸田市議会チーム
熱い意見交換

議
員
互
助
会
で
は
、
７
月
27
日
、

姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
、
今
年
で
27

年
目
を
迎
え
る
美
里
町
と
の
議
員
交

流
会
を
、
美
里
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

晴
れ
空
の
も
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
、
ダ
チ
ョ
ウ
牧
場
で
あ
る
美
里

オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
フ
ァ
ー
ム
視
察
、

遺
跡
の
森
館
の
視
察
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
両
市
町

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
大
変
有
意
義
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

美
里
町
議
会
と
の
交
流
会
を
実
施

【福岡県北九州市・北九州学術研究都市】
北九州市は、自動運転技術の研究開発を行う

SBドライブ株式会社との連携協定を、平成28年
４月に締結し、「北九州アップデートモビリティ
研究会」を設立しています。研究会では、自動運
転バスの実用化に向けた課題の研究などを進めて
います。今年の４月には、自動運転バスの実証実
験が行われ、車両の位置や速度を制御する技術の
実験を行うなど、自動運転バスの実用化に向けた
取り組みが進められていました。

北九州学術研究都市は、敷地内にキャンパスが
ある早稲田大学や九州工業大学などで自動運転技
術の研究が進められていました。早稲田大学の大
貝研究室では、高齢化率が高く、斜面地が多い地
域の「移動弱者」の解消を目指して「九州・ひび
きの自律走行研究会」を平成22年に立ち上げ、

超小型電気自動車を改造した自動運転車両による
実験を進めていました。
【検証の結果】
　高い高齢化率という課題は、今後、急速に高齢
化が進んでいくと言われている戸田市にも当ては
まる課題ですが、自動運転技術は実証実験の段階
であり、今後も引き続き調査研究を進めていきま
す。

【兵庫県芦屋市・神戸市】
芦屋市議会では、タブレット端末を利用

し、会議のペーパーレス化を行っておりまし
た。用紙・印刷代削減のほか、資料の印刷、配
付、保管等に要する事務負担の軽減、連絡の即
時性が高まったことなど、さまざまな効果が得
られたということでありました。

神戸市会では、政務活動費の不正使用を防
止するための取り組みを視察しました。政務活
動費の適正使用に関する検討会の設置や、領収
書等のインターネット公開による透明性の確
保、第三者機関の監査によるチェック体制の強

化などを行っておりました。
【検証の結果】

タブレット端末の導入については、費用対
効果をしっかりと意識し、効果を数値化してい
る点は、本市においても取り組んでいくべきで
あると感じました。

【福岡県大
たちあらいまち
刀洗町】

町村議会報コンクールで高い評価を受けて
いる大刀洗町の議会だよりは、紙面の余白を
多くとること、読者が必ず目にするような表
紙写真の撮影を心掛けるなど、視覚的な充実
を図っていました。
【検証の結果】

とだ議会だよりのページレイアウトや裏表紙
の紙面構成を検討してまいります。

委 員 会 視 察 レ ポ ー ト 閉会中に実施した視察について、８月 27 日の本　会議冒頭に各委員長から報告がありました。
その概要は次のとおりです。

まちづくり・交通対策特別委員会
自動運転技術の実用化に向けて

議会改革特別委員会
タブレット端末の導入により、費用負担等を軽減

議会広報委員会
読者の視点に立った、
分かりやすい紙面づくりを目指す

７月５日　北九州学術研究都市にて

７
月
５
日　

大
刀
洗
町
議
会
議
場
に
て

７
月
３
日　

芦
屋
市
役
所
に
て

全国市町村交流レガッタ
　　　 大津大会
第27回

12 月 定 例 会 の 予 定
※ 日程は変更になる場合があります。

        気軽に市役所へ傍聴においでください。      

11 月 22 日 ( 木 )　　本会議 ( 定例会開会、議案説明 )
　　  29 日 ( 木 )　　本会議 ( 質疑、請願の提出、委員会付託 )
11 月 30 日 ( 金 )　　
12 月  3 日 ( 月 )
　　　4 日 ( 火 )　
　　　5 日 ( 水 )
　　　6 日 ( 木 )　　常任委員会
　　　7 日 ( 金 )　　特別委員会
　　  14 日 ( 金 )　　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、閉会 )

※ 開議時間は、いずれも午前 10 時です。

本会議 ( 一般質問）

知っtocoクイズ当選者
６月定例会号「知っ toco クイズ（№ 7）」

の正解は、問１「所信」、問２「総括質問」で
した。

正解者 9人の中から抽選の結果、
　次の方にクオカードを贈りました。
・沓澤  美穂 さん　　　 ・中山  みつい さん
・本橋  ヒナ子 さん　　 ・佐野  愛子 さん
・小野寺  美千代 さん

　おめでとうございます。
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題字を書いてくれた人

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

20

０
１
８
年
、
異
常

気
象
に
よ
り
北
か

ら
南
と
、
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
北
海
道
で
は
地
震
に

よ
り
大
き
な
影
響
が
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
普

段
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　

      　
　
　

  (

細)

会
だ
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
初
め
て

広
報
委
員
と
な
っ
て
か
ら
早
９
カ
月
。

広
報
委
員
会
で
は
、
視
察
や
検
証
、
話
し
合

い
を
進
め
、
議
会
だ
よ
り
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ

イ
ア
ウ
ト
を
新
し
く
し
ま
し
た
！
皆
さ
ん
の

ご
感
想
な
ど
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す

(̂ )̂(

青)

書
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
紅
葉
の
き
れ

い
な
季
節
で
す
。
そ
し
て
す
ぐ
に
師

走
が
近
づ
き
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
四

季
の
移
り
変
わ
り
、
あ
な
た
は
何
を
楽
し
み

ま
す
か
。
私
は
読
書
す
る
傍
ら
、
戸
田
マ
ラ

ソ
ン
の
練
習
！
疲
れ
た
ら
猫
と
遊
び
ま
す
。 

　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    (

佐)

年
か
ら
始
め
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
。
毎
年
11
月
に
開
催
さ

れ
る
大
会
で
は
、
市
内
全
小
中
学
校
か
ら
市

Ｐ
連
18
チ
ー
ム
が
参
加
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
し
、
熱
い
一
日
と
な
り
ま
す
。
私
は

息
子
が
小
６
の
た
め
最
後
の
大
会
に
。
楽
し

く
、
そ
し
て
勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        (

竹)

年
の
プ
ロ
野
球
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス

は
、
セ
・
リ
ー
グ
は
広
島
球
団
、
パ
・

リ
ー
グ
は
西
武
球
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
勝

ち
取
り
、
今
後
の
注
目
は
両
リ
ー
グ
共
に
Ｃ

Ｓ(

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ)

で
あ
る
。

両
リ
ー
グ
の
Ｃ
Ｓ
を
勝
ち
抜
い
た
球
団
が
日

本
シ
リ
ー
ズ
に
出
場
し
、
日
本
一
を
目
指
し

熱
戦
が
展
開
さ
れ
る
。
さ
て
、
日
本
一
に
輝

く
球
団
は
？                               (

Ｅ)

この「とだ」は、たくさんの友達といつ
も楽しく遊んでいる「とだ」をイメージし
て書きました。「だ」のつながりに注意をし
て書きました。大きく堂々と書けたので良
かったです。

戸田第一小学校　６年　多
た だ

田  朱
あ か り

凜さん

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　http://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL 048-441-1800（代）FAX 048-433-2212

表紙写真撮影：林　冬彦議員

戸田市

読昨今 議

議会日誌

７
月

８
月

９
月

２

  3 日　香川県三豊市議会視察来庁／市議会知っ toco ツアー実施
  3 日～ 4 日　視察 ( 議会改革特別委員会 )
  4 日～ 5 日　視察 ( まちづくり・交通対策特別委員会 )
  5 日～ 6 日　視察 ( 議会広報委員会 )
10 日　千葉県白井市議会視察来庁／議会広報委員会／議会運営委員会
12 日　宮城県利府町議会視察来庁
13 日　健康福祉委員会／福島県郡山市議会視察来庁
17 日　宮崎県延岡市議会視察来庁
18日　各派代表者会議／特別委員会(まちづくり・交通対策／議会改革／        
            議会広報 ) ／常任委員会 ( 総務／文教・建設／市民生活 )
19 日　平成 30 年７月豪雨に対する駅頭募金
24 日　愛知県一宮市議会視察来庁
25 日　沖縄県糸満市議会視察来庁
27 日　美里町議会との友好交流事業
30 日　戸田競艇企業団議会議会運営委員会
31 日　静岡県御殿場市議会視察来庁

  2 日　愛知県東海市議会視察来庁
  3 日　議会運営委員会／戸田競艇企業団議会
  6 日　県南都市問題協議会総会・研修会／静岡県藤枝市議会視察来庁
  7 日　静岡県富士宮市議会視察来庁
  8 日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会／
            福岡県大牟田市議会視察来庁
16 日　三郷市議会視察来庁
17 日　戸田競艇企業団議会常任委員会
20 日　タブレット端末操作説明会／議会運営委員会／
　 　 　 第一区議長会議員研修会
21 日　常任委員会 ( 健康福祉／総務／文教・建設 )
22 日　特別委員会 ( まちづくり・交通対策／議会改革 )
23 日　蕨戸田衛生センター組合議会／市民生活委員会
24 日　蕨市議会視察来庁
27 日　本会議 ( 議案説明 ) ／総務委員会／議会運営委員会／
　 　 　 クラウド文書共有システム操作説明会
29 日　県南都市問題協議会正副会長会議

  3 日　本会議 ( 議案質疑 ) ／議場避難訓練／委員長会議／議会広報委員会
  4 日　本会議 ( 一般質問 )
  5 日　議員互助会役員会／本会議 ( 一般質問 ) ／議会運営委員会
  6 日　本会議 ( 一般質問 )
  7 日　各派代表者会議／本会議 ( 一般質問 ) ／議会運営委員会
10 日～ 12 日　常任委員会（文教・建設／市民生活）
10 日～ 13 日　常任委員会 ( 総務／健康福祉 )
15 日～ 16 日　第２７回全国市町村交流レガッタ大津大会
18 日　特別委員会 ( まちづくり・交通対策／議会改革／議会広報 ) ／
　 　 　 議会運営委員会
26 日　議会運営委員会／本会議 ( 委員長報告、討論、採決 ) ／
　 　 　 議会広報委員会

議会モニターになりませんか？
本会議や委員会を傍聴したり、議会だより
や議会ホームページをご覧いただいて、意
見や提言の提出などをしていただきます。

【応募資格】次の①②の要件を満たしている方
①18 歳以上の市内在住・在勤・在学している方

( ただし、公務員は除く )
②議会の仕組みとその運営、市政や地域社会の

発展に関心のある方

【募集人数】　15 人以内

【任　　期】　平成 31 年２月６日から 1 年間　 
　　　　　　※ 報酬なし ( 図書カード進呈 )

【募集期間】　平成 30 年 10 月 15 日（月）
                    ～平成 31 年 1 月 23 日（水）

【申し込み】
｢ 応募票 ｣ に住所、氏名、年齢、性別、職業、

応募理由、自己アピール等を記入して、議会事
務局へ直接持参、郵送、ＦＡＸ、電子メールで
応募してください。応募票は議会事務局で配布
しています。ホームページからダウンロードも
できます。
※議会事務局の住所、ＦＡＸ、電子メール、ホー
ムページは、このページの欄外をご覧ください。

【選考方法】
書類選考の上、決定し、結果は応募者全員へ

通知します。


